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明日に向かって　レディ・ＧＯ！

▼
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

県
内
市
町
村
の
給
与
水
準
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
給
料
表
を

６
級
制
か
ら
７
級
制
に
替
え
る
も
の
で
す
。

▼
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
学
識
経
験
者
な
ど
、
議
会
外
の

意
見
を
広
く
聴
取
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
６
日
に
開
会
し
、
15
日
間
の

会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
10
議
案

を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
請
願
４
件
は
不
採
択
で
し
た
。

▼
海
部
地
域
の
Ｆ
Ｍ
放
送
局
開
局
へ
補
助　
　

５
８
７
万
７
千
円

　

緊
急
情
報
な
ど
を
放
送
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
の
、

送
信
所
や
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

▼
資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事
費　

５
８
２
万
８
千
円

　

役
場
の
北
側
に
、
資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

▼
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
改
善
へ　
　
　
　
　

１
５
７
万
１
千
円

　

小
中
学
校
全
て
の
普
通
教
室
に
、
扇
風
機
を
４
台
設
置
す
る
た

め
の
準
備
費
用
で
す
。

12 月定例会

資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

役
場
北
側
へ

主
な
条
例
改
正

主
な
補
正
予
算

を
さ
ら
に
推
進

「
M
O
TTAIN

AI」

広
報
「
誌
」
は
必
要
か

　
「『
お
お
は
る
議
会
だ
よ
り
』は
、大
治
町
民
に
と
っ

て
、
本
当
に
必
要
な
も
の
な
の
か
！
」

　

と
て
も
刺
激
的
に
問
い
か
け
ら
れ
た
第
77
回
全
国

町
村
議
会
広
報
研
修
会
で
し
た
。

　

開
か
れ
た
議
会
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
昭
和

56
年
以
来
、
長
年
に
わ
た
っ
て
発
行
し
て
き
た
議
会

だ
よ
り
。「
自
己
満
足
で
終
わ
っ
て
い
な
い
か
」
改

め
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
の
約
15
年
間
の
中
で
は
、
タ
ブ
ロ

イ
ド
版
に
変
更
し
た
以
外
、
紙
面
の
構
成
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
タ
ブ
ロ
イ
ド
の
良
さ
を
十

分
に
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
「
本
当
に
必
要

か
」
の
問
い
か
け

に
対
し
て
、「
町
民

に
と
っ
て
、
と
て

も
必
要
な
議
会
だ

よ
り
」
に
発
展
す

る
よ
う
、
チ
ェ
ン

ジ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
研
修
報
告

全国から４００人以上の議会関係者が参加
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理
由
と
影
響
額

　

施
行
が
１
月
１
日
か

ら
の
理
由
と
、
影
響
額
は
。

　

町
職
員
の
昇
給
月

が
、
１
月
１
日
で
あ
る
。

　

ま
た
、
影
響
額
は
、
月

６
万
５
千
円
の
増
額
と
な
る
。

　

ど
う
な
る  

指
数

　

今
回
の
改
正
に
よ

り
、ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
※
）

は
ど
れ
く
ら
い
上
が
る
の
か
。

　

現
状
は
89
・
７
％
で
、

１
～
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
見

込
み
と
な
る
。

　

  

◆
◆
◆
用
語
解
説
◆
◆
◆

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は

　

国
家
公
務
員
を
１
０
０
と
し

て
地
方
公
務
員
の
給
料
水
準
を

示
す
も
の
で
す
。

　

指
数
が
１
０
０
を
超
す
と
、

国
家
公
務
員
よ
り
高
い
水
準
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

修
繕
の
内
容
は

　

道
路
維
持
修
繕
工
事

の
内
容
は
。

　

花
常
（
65
・
８
ｍ
）

と
鎌
須
賀
（
47
・
５
ｍ
）
の
側

溝
修
繕
を
行
う
。

　

利
用
計
画
を
示
せ

　

砂
子
柳
原
地
区
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
、
防
災
の

た
め
に
使
う
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
利
用
計
画
は
。

　

建
物
の
計
画
は
な

く
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
考
え
て
い
る
。

　

体
育
館
に
考
え
は

　

小
中
学
校
の
扇
風
機

設
置
で
は
、
体
育
館
も
含
ま
れ

る
の
か
。

　

今
回
は
、
体
育
館
に

は
考
え
て
い
な
い
。

　

な
ぜ  

減
額

　

小
中
学
校
の
ガ
ラ

ス
飛
散
防
止
工
事
は
、
約

５
０
０
０
万
円
減
額
の
大
き
な

補
正
で
あ
る
が
、
当
初
計
画
か

ら
の
変
更
が
あ
っ
た
の
か
。

　

計
画
に
変
更
は
な

く
、
入
札
の
結
果
、
大
き
な
減

額
と
な
っ
た
。

　

金
額
の
根
拠
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

開
局
に
か
か
る
費
用
の
負
担
分

の
根
拠
は
。

　

総
額
８
２
０
０
万
円

の
う
ち
、
西
尾
張
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が

２
５
０
０
万
円
負
担
す
る
。

　

残
額
を
海
部
地
域
７
市
町
村

が
、
人
口
割
３
割
、
面
積
割
２

割
、
均
等
割
５
割
の
割
合
で
補

助
す
る
。

　

申
請
は
し
た
の
か

　

タ
ヌ
キ
や
ア
ラ
イ
グ

マ
な
ど
、
有
害
動
物
の
捕
獲
器

を
購
入
す
る
が
、
県
に
補
助
金

の
申
請
を
し
た
の
か
。

　

今
回
の
捕
獲
器
購
入

は
、補
助
金
の
対
象
外
で
あ
る
。

   

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
理
由
は

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

本
会
議
質
疑 

＆

  
委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
　
　
　

条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計  

補
正
予
算

質
問

答
弁

質
問

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
３
法
の
具
体
策
を

議　　　案 賛成 反対 結果

12　

月　

定　

例　

会

専決処分を報告し、承認を求めることについて（衆議院議員選挙などの補正予算） 11 0 承認

暴力団排除条例の一部改正 11 0 可決

証人等の実費弁償に関する条例の一部改正 11 0 可決

町職員の給与に関する条例の一部改正 11 0 可決

平成 24 年度  一般会計補正予算（第５号） 11 0 可決

平成 24 年度  国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 11 0 可決

平成 24 年度  介護保険特別会計補正予算（第２号） 11 0 可決

平成 24 年度  公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 11 0 可決

介護・福祉・医療など社会保障の施策充実についての請願書 １ 10 不採択

生活保護基準の引き下げはしないことなど国に意見書提出を求める請願書 １ 10 不採択

介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求める請願書 １ 10 不採択

安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善大幅増員を求める請願書 １ 10 不採択

町議会委員会条例及び議会広報特別委員会条例の一部改正 11 ０ 可決

町議会会議規則の一部改正 11 ０ 可決

凶暴なアライグマ

～理想的な議会を目指して～

　

議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
、
ま

た
、声
を
聴
く
場
と
し
て
、議
会
報
告
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
、
10
月
26
日
に
、「
よ
り
多
く
の
町
民
の
方
に
参

加
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
町
立
公
民
館
と
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
希
望
の
家
の
２
カ
所
で
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
は
、
９
月
議
会
の
報
告
、
議
会
基
本
条
例
策
定
に

向
け
た
取
り
組
み
の
報
告
、
参
加
者
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。 

　

議
会
基
本
条
例
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、
今
ま
で

の
議
会
改
革
の
成
果
、
条
例
の
主
な
内
容
や
今
後
の
方
針
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
談
会
で
は
、
町
政
に
対
す
る
質
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
り
、
参
加
者
の
方
々
の
熱
い
思
い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
な

ど
、
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
も
数
多
く
い
た
だ
き
、
と
て
も

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

　

今
後
の
議
会
活
動
、
議
会
改
革
の
力
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

今
後
も
報
告
会
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
方
と
の
情
報

共
有
の
場
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
時
や
場
所
は
、
回

覧
文
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

チェンジ ・ チャレンジ ・ パワーアップ！

ご参加いただき、ありがとうございました
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平
成
26
年
度
よ
り
、

町
民
税
が
増
税
と
な

る
。
こ
の
増
税
に
よ
る

増
収
分
は
、
防
災
行
政

無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
に
使
う
と
の

方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
に
は
、
多
額
の
予

算
が
必
要
と
な
る
。

　

な
ぜ
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

双
方
向
通
信
が
可

能
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
災

害
時
や
緊
急
時
の
情
報
伝
達
や

情
報
収
集
な
ど
を
、
よ
り
確
実

な
も
の
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

問　

多
重
債
務
対
策
の
強
化
を

答　

相
談
業
務
を
強
化
す
る

問　

引
っ
越
し
補
助
金
制
度
の

　
　

創
設
を

答　

考
え
て
い
な
い

広田幸治議員

 災害対応に必要

   

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
理
由
は

　

こ
こ
一
年
余
り
の
間

に
、
15
人
の
課
長
級
の

中
か
ら
、
定
年
前
の
退

職
者
が
２
人
、
病
気
療

養
が
２
人
、
課
長
補
佐
に
降
格
が
２
人
あ
っ

た
。
異
様
に
多
い
よ
う
に
思
う
。

　

何
か
、
問
題
点
が
あ
る
の
か
。

総
務
部
長　

問
題
は
無
い
と
認

識
し
て
い
る
。

問　

町
民
プ
ー
ル
を
つ
く
れ

答　

学
校
プ
ー
ル
を
開
放
す
る

　
　

こ
と
を
検
討

問　

町
図
書
室
で
他
の
図
書
館

　
　

の
本
を
借
り
ら
れ
る
よ
う

　
　

に
せ
よ

答　

県
図
書
館
の
協
力
貸
出
制

　
　

度
で
対
応
す
る　

　

他
に
、
１
問
あ
り
ま
し
た
。

𠮷原経夫議員

  問題ない

　

な
ぜ
多
い 

課
長
の
中
途
退
職
、
病
気
療
養
、
降
格

　

組
織
の
編
成
や
職
員

の
配
置
に
は
、
ど
う
配

慮
し
て
い
る
の
か
。

　

快
適
な
職
場
環
境
づ

く
り
に
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

職
場
で
の
助
け
合
い
の
減
少
が
、
心
の
病

に
つ
な
が
る
。
職
員
同
士
や
上
司
と
の
相
談

体
制
が
整
っ
て
い
る
の
か
。

　

ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
改
善
対
策
を
、
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

や
る
気
を
損
な
わ
な
い

よ
う
な
配
置
転
換
、
風
通
し
の

良
い
職
場
に
し
て
い
る
。

　

一
人
の
職
員
が
こ
な
す
仕
事

量
が
既
に
限
界
に
来
て
お
り
、

余
裕
が
無
い
。
そ
こ
で
、
現
場

か
ら
の
提
案
な
ど
で
解
決
で
き

る
こ
と
は
、す
ぐ
に
対
応
す
る
。

問　

郷
土
史
と
ま
ち
づ
く
り
の

　
　

ビ
ジ
ョ
ン
は

答　

町
史
の
改
訂
に
取
り
組
む

村上昌生議員

 配慮していく

　

組
織
改
革
、
職
場
環
境
の
整
備
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

　

　

町
の
未
来
を
創
り
出

す
原
動
力
で
あ
る
子
ど

も
の
教
育
を
問
う
。

①
国
県
の
教
育
振
興
計

画
を
基
に
し
た
町
の
施
策
と
行
動
計
画
は
。

②
町
の
教
育
の
重
点
施
策
は
何
か
。

③
水
難
事
故
を
受
け
、安
全
教
育
の
強
化
を
。

④
い
じ
め
・
不
登
校
撲
滅
に
向
け
て
、
施
策
・

対
応
の
強
化
を
。

⑤
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
総
合
的

な
対
応
を
。

教
育
長　

①
教
育
創
造
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、点
検
評
価
を
実
施
。

②
生
き
る
力
を
育
む
教
育
、
問

題
解
決
能
力
の
育
成
、
地
域
と

の
連
携
の
強
化
。

③
教
職
員
の
た
め
の
安
全
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。

④
学
校
・
地
域
・
家
庭
と
連
携

し
、
対
応
す
る
。

⑤
セ
ン
タ
ー
設
置
は
、
適
応
指

導
教
室
の
検
証
を
含
め
検
討
。

横井良隆議員

  生きる力を育む

　

ま
ち
づ
く
り
は
「
人
づ
く
り
」
教
育
行
政
を
推
進
せ
よ

　

高
齢
者
の
日
常
生
活

に
対
す
る
不
安
を
解
消

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
構
築
す
る
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て
問
う
。

①
福
祉
巡
回
バ
ス
を
、
ス
ー
パ
ー
や
病
院
の

近
く
で
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
。

②
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
、
地
域
ぐ
る
み
で
早
期
発
見
す

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
推
進
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長　

①
福
祉
巡
回
バ
ス

は
、
公
共
施
設
へ
の
交
通
の
便

を
図
る
た
め
で
、
ス
ー
パ
ー
や

病
院
は
、
想
定
し
て
い
な
い
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

関
係
機
関
の
連
絡
網
が
あ
る
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
行
い
、
地
域
で
も
見
守
り

を
行
っ
て
い
る
。

折橋盛男議員

　

 

高
齢
者
の
福
祉
行
政
を
見
直
せ

 現状で対応

ずばり直言！ 一 般 質 問
12 月議会の一般質問は、12 月 10 日に行い、６人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

あ れ か ら ど う な っ た ！

　

社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
の
一
番
重
要
な

点
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
３
法
と
考
え
る
。

　

こ
の
法
律
に
よ
る
新

制
度
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

新
制
度
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
地
方
版
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
と
事
業
計
画
策

定
に
向
け
て
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
経
費
計
上
や

準
備
組
織
の
設
置
な
ど
の
考
え
を
伺
う
。

後藤田麻美子議員

 設置に向け検討
町
長　

既
に
検
討
し
て
お
り
、

準
備
に
入
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
、
町
の
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
の
設
置
を
し
て
い
き

た
い
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
３
法
の
具
体
策
を

　過去の一般質問から、その後どうなったかを追跡取材

し、お知らせします。

平成２３年１２月定例会

質問　災害に強いまちづくりを。

答弁　スーパーなどとの連携は検討中。職員の防災教育を
　　　進める。

◆ピアゴ、コープあいちと災害協定を結んだ。

◆近隣市町村・海部医師会・海部歯科医師会・

　海部津島薬剤師会などと協定。

◆災害情報の伝達手段として、ミッドエフエム　

　７６１と協定。

◆雨水対策で若手職員を対象に、勉強会を行った。

平成２３年９月定例会

質問　名古屋市との合併を問う。

答弁　メリット・デメリットを勉強会で明らかにし、住民
　　　には広報などで周知する。

◆名古屋市との勉強会は、平成２３年９月以

　降４回行った。

◆本町は、メリット・デメリットは作成した

　が、　まだ、名古屋市とのすり合わせはで

　きていない。

◆住民アンケートは未定。



おおはる議会だより（4）

3
月
定
例
会
日
程
（
案
）

６
日
（
水
）
開
会

　
　
　
　
　

上
程
・
提
案
説
明

11
日
（
月
）

12
日
（
火
）　

13
日
（
水
）　

質
疑

14
日
（
木
）　

総
務
教
育

15
日
（
金
）　
　

常
任
委
員
会

18
日
（
月
）　

福
祉
建
設

19
日
（
火
）　
　

常
任
委
員
会

26
日
（
火
）　

採
決　

閉
会

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

　

能
面
師
と
し
て
10
数
名
の
お

弟
子
さ
ん
の
育
成
を
さ
れ
、
ま

た
、
能
面
研
究
家
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
面め

ん
し
ょ
う
し
ゃ

紹
社
代
表
の

保や
す
だ田
紹じ
ょ
う
う
ん雲
さ
ん
に
、
お
話
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
ま
ず
、
能
面
に
つ
い
て
教

え
て
頂
け
ま
す
か

　

能
の
舞
台
で
、
能
楽
師
が
用

い
る
面
の
こ
と
で
す
。

　

能
面
を
制
作
す
る
こ
と
を
、

「
面
を
打
つ
」
と
言
い
ま
す
。

　

能
の
歴
史
は
、
室
町
時
代
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
時
代

の
面
を
中
心
に
、
５
流
あ
る
能

の
家
元
が
所
蔵
し
て
い
る
面
を

「
本
面
」
と
言
い
ま
す
。

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
て
、
特
別
な
催
し
で
な

け
れ
ば
、
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

通
常
の
舞
台
で
は
、
本
面
を

ま
ね
て
能
面
師
が
彫
っ
た
も
の

を
用
い
る
の
で
す
。

―
―
本
面
を
手
に
取
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
か

　

そ
れ
は
ま
ず
不
可
能
で
す
。

本
面
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
書
籍
は
、
片
っ
端
か
ら
買
い

あ
さ
り
ま
し
た
。
展
覧
会
も
逃

さ
ず
見
に
行
き
ま
す
。

　

写
真
を
頼
り
に
本
面
に
似
せ

て
彫
刻
・
彩
色
し
ま
す
。

―
―
色
を
付
け
る
の
も
能
面
師

の
仕
事
で
す
か

　

そ
う
で
す
。
木
彫
り
か
ら
彩

色
ま
で
を
一
人
で
こ
な
し
ま
す

の
で
、
作
成
に
は
３
～
４
カ
月

か
か
り
ま
す
。

　

写
真
だ
け
で
本
面
に
限
り
な

く
近
づ
け
る
こ
と
は
至
難
の
業

で
す
。

―
―
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い

て
、
一
番
の
喜
び
は

　

面
が
出
来
上
が
っ
た
時
に
も

喜
び
を
感
じ
ま
す
が
、や
は
り
、

私
の
作
っ
た
面
を
舞
台
で
使
っ

て
い
た
だ
い
た
時
で
す
。

　

能
楽
師
に
「
保
田
の
作
品
を

使
い
た
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
、
至
福
の
極
み
で
す
。

―
―
能
面
作
り
の
世
界
に
入
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か

　

名
古
屋
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
、
習
い
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

当
時
42
歳
で
し
た
か
ら
、
も

う
35
年
に
も
な
り
ま
す
。

　

本
日
は
忙
し
い
中
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
後
継
者
の
育
成
に
力

を
注
い
で
頂
き
、
大
切
な
日
本

文
化
が
後
世
に
継
承
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

▼
梅
も
徐
々
に
咲
き
は
じ
め
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

▼
今
号
の
発
行
日
２
月
20
日
は

「
普
通
選
挙
の
日
」
―

　

昭
和
３
年
に
日
本
で
初
め

て
、
普
通
選
挙
が
行
わ
れ
た
日

で
す
。

▼
本
町
の
総
選
挙
の
投
票
率

は
、
50
・
55
％
。

　

県
下
の
市
町
村
の
中
で
、
一

番
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
は
、
民
意
を
あ
ら
わ
す

鏡
で
す
。

▼
政
治
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
議
会
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

一
般
質
問

№ 29

まちかど

インタビュー

保田紹雲さん（花常在住）

さまざまな表情の能面たち

暫
時
休
憩

議
会
の
進
め
方

上程・提案説明一般質問

開　

会

質疑

閉　

会

討論・採決 委員会審査
　議案を議題とす

ることを「上程」

といいます。

　提案説明は、提

出者（町長・議員・

委員会）が、提案

の理由と、その内

容を明らかにする

ために行う

説明です。

　町長などに対し

て、町政の状況や

将来の方針などを

質問するものです。

　質問の時間は、

１議員 30 分以内

で、一問一答方式

です。

　議題となってい

る議案の不明確な

点や詳しく知りた

い点を提出者に問

うことです。

　１議案につき、

１人３回まで質疑

できます。

　議案を専門的・

具体的に審査する

ため、総務教育・

福祉建設の各常任

委員会を行います。

　討論は、案件の

賛否に対する意見

を表明し、他議員

の賛同を得ること

です。

　採決は、議案の

可否を決めるもの

です。採決の結果

を「議決」といい

ます。

　■色の会議は傍聴することができます。傍聴を希望される方

は、本会議の当日、役場４階議場前で受け付けています。

織田議長　総務大臣表彰受賞！

所
管
事
務
調
査
報
告

　

去
る
10
月
５
日
、
織
田
八
茂
議
長
が
、
議
長

と
し
て
通
算
12
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治
の

発
展
に
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、織
田
議
長
に
喜
び
の
声
と
と
も
に
、

今
後
の
議
会
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
町
民
の
皆
様
の
思
い
に
応
え
た
い
と
思
い
、

長
年
議
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
こ
う
い
っ
た
賞
を
受
賞
で
き
、

と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、住
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
、

参
加
で
き
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
大
治
町
の
発
展
の
た
め
に
、
議
会

一
丸
と
な
っ
て
ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

平
成
25
年
１
月
８
日
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
は
、

所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と
懇
談
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、議
会
に
報
告
さ
れ
た
、平
成
23
年
度
の
「
点

検
・
評
価
報
告
書
」
を
中
心
に
し
、
小
中
学
校
で
の
い

じ
め
や
、
不
登
校
問
題
、
適
応
指
導
教
室
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

向
け
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

本会議を傍聴してみませんか

受賞　おめでとうございます


